
本選手権優勝を含め、通算13
勝を挙げている石原プロだが、
うち9勝が大阪以西の大会とい
う、西日本キラーとして名を馳
せた。とりわけ大阪のイーグル
ボウル（18年閉鎖）では滅法強
く、イーグルクラシックでの3
勝（85、91、92年）を含む4
勝を荒稼ぎしている。
ステディーなボウリングが身

上のストローカータイプなが
ら、時のＰＢＡトッププロも称
賛するほどの高精度な投球術を
誇った。公認パーフェクト16

今年度、後輩の栴檀稔プロ
（21期）とともに殿堂入りを果
たした石原章夫プロは、1955
年（昭和30年）3月7日、千葉県
の生まれ。73年に11期生（ラ
イセンス№344）としてデ
ビューした。
11年前にガンのため早逝し
た金田惠子プロ（5期）は7歳年
上の愛妻。ともに故・大久保洪
基プロ（1期）に師事し、90年
代に最盛期を迎えた“遅咲きの
優等生”同士でもあった。
2005年（平成17年）の全日

File.16 石原 章夫
（2020年殿堂入り）

レジェンドたちの肖像
日本のボウリング史を彩る

亡き妻・金田惠子プロとともに
90年代に最盛期を迎えた“遅咲きの優等生”

新型コロナウイルス感染症に
より、PCR（polymerase 
chain reaction）検査が世間
に知れ渡りました。
PCR検査とは、特定の遺伝
子断片だけを選択的に増やして
調べやすくする検査技術のこと
です。これまで、ある種のがん
や結核菌など、遺伝子的に存在
確定のために使ってきました。
しかし、感染力のない (死んだ）
ウイルスでも陽性になるので、
存在の後追い検証に使われて
いました。
新型コロナウイルス感染症

棚橋孝太（たなはし・こうた）／46
期／高知県出身／タイトル1／
JOC強化スタッフ・日本スポーツ協
会公認指導員・ＵＳＢＣシルバー
コーチ・ＪＢＣ公認ドリラー

出でよ、未来のトップボウラー！
“全小”第1回大会が成功裏に幕

2010年8月5日
転球 Time Trip

10年前に

は、潜伏期が長
く（ 2 週 間 近
く）、症状が出
ない人も何割か
います。患者の
予知や特定が
非常に難しく、
PCR検査に頼
る状況ができました。情報が増
えるにつれて、無症状でも感染
源になるなど、感染症の厄介さ
が見えてきました。検査精度向
上のために PCR検査以外に、
ウイルスによって作られた抗
原、感染した人が作る抗体など、

▲第1回“全小”の会場風景。3学年
　180人が6Ｇトータルで覇を競った

先月はウッドレーンのお話で
した。今月は合成レーンについ
て書いていきます。もともと
レーンの材質はすべて木でした
が、だんだんとレーン用の木が
不足してきて、合成のレーンが
出てきました。出た当初は、ウッ
ドレーンのように定期的にリ
サーフェイスをしなくても、半
永久的に使えるとのうたい文句
でした。しかしどうでしょうか、
日本のボウリング場に入ってい
る合成レーンも年月が経ち、摩
耗してきて、ゲーム数の多いボ
ウリング場などは板の傷みが顕
著に出てきています。
そのボウリング場のプロやイ

ンストラクター、もしくは常連
のボウラーなら、レーンの癖を
知っていると思いますので、質
問してみるといいですよ。初め

ウリング場に来たみたいだ、と
いう会話をよく耳にします。そ
こで同じコンディションだとい
う先入観があると、その固定観
念が邪魔をして対応が遅れてし
まうことがあります。同じメン
テナンスマシンで同じパターン
を塗布していたとしても、レー
ンの材質やその使用状況などに

より、コン
ディションは
大きく異なる
ことを忘れな
いでくださ
い。次のゲー
ムは大きく移
動するから、
レーンコン
ディションは
かなり違うか
もしれないと
いう心の準備

があるとないとでは、対応のス
ピードが大きく変わってくるの
です。
さて一般的にはウッドのレー

て行くボウリ
ング場で試合
に出る場合に
は 、そ こ の
レーン情報を

得ておくことはとても重要で
す。
通常営業時にハウスボウ

ラーを中心に使用している
レーンは、レーン
中央部分が傷みや
すい傾向にありま
す。またボウリン
グ場によっては、
ハウスボウラー側
のレーンとマイボ
ウラー側のレーン
とでオイルの塗り
方が違うところも
あります。それを
いざ大会があるか
らと、すべての
レーンを同じようにオイリン
グしても、決して同じコンディ
ションにはならないのです。
レーン移動をしたら違うボ

▲2年連続3度目の優勝を果たした
　92年イーグルクラシック当時の
　石原プロ。会場のイーグルボウ
　ルとは抜群の相性を誇った

複数の検査が話題に上りまし
た。このように、予知しにくく、
見えにくく、登場人物が多いた
め、臨床現場も混乱の様相を呈
しています。
皆さんも感染者と接触した自
覚や、現在感染の症状などなく

ても、もしかすると感染
しているのでは…という
不安があると思います。
100％の早期発見や予
知など、不可能なことを
望むよりも、8割は無症
状か軽症と割り切って、
前向きかつ現実的に感染
症撲滅を考えてみましょ
う。
ウイルスの最大の弱点
は、人間に感染しないと
一定時間で死滅（感染力
が消滅）する点です。し
たがって、ウイルス制圧

の要点は「次の人に感染させな
いこと」の一点
と気が付くで
しょう。
自分が無症
状の感染者で
あると仮定し

て、人と接するときはマスクを
着用する。ものに触る前にこま
めに手洗いする。密な場所で大
声を出さない。定期的に換気す
る。これらを日常化、習慣化さ
せれば、このウイルスは行き先
を失います。
大切な人に感染させなけれ

ば、大切な人を守ることができ
ます。大勢で実践すれば、社会
から新型コロナウイルス感染症
を消滅することができます。家
庭で、職場で、ボウリング場で、
実践してください。このウイル
スは団結力 ONE TEAMに弱い
のです。

ＪＢＣ（全日本ボウリング協
会）が小学生ボウラーの発掘・
育成を目的とした「小学生特別
指導会兼全日本小学生ボウリン
グ競技大会（通称・全小）」の第
1回大会を開催したのは、今か
ら10年前の2010年（平成22
年）8月のことだ。会場はギネ
ス記録の1フロア116レーンを
誇る愛知・稲沢グランドボウル。
開催日は4、5日の2日間で、
初日は基本動作とルールを学ぶ
指導会に充てられた。
同指導会には、翌日の競技太
会出場選手180人に加え、稲
沢市内の小学生110人が参加。
坂田重徳（23期）、丹羽由香梨
（35期）、谷川章子（37期）ら
東海地区在住のプロと当時の全
日本ナショナルチーム（ユース
含む）メンバーが指導員を務め、
終了後にはエキシビションマッ
チでトップボウラーの“模範投
球”が披露された。
2日目の競技大会は4、5、6

の学年別（男女混合）に6Ｇトー
タルで争われたが、どの学年で
も大人顔負けのハイスコアが続
出。関係者の予想を超えるハイ
レベルな内容と結果を得て、成
功裏に幕を閉じた。
この“全小”は、前年まで名
古屋市内の星ヶ丘ボウルで開催
されていた全日本ミックスダブ
ルス（ＪＰＢＡ主催）に代わる
真夏の祭典として定着。昨年度
には節目の第10回大会を迎え
たが、今年度はコロナ禍のため
に夏開催を見送り、1月10・
11日に延期の措置が取られて
いる。

回、800シリーズ4回の達成記
録がボールコントロールの正確
さを証明している。
また、ＪＰＢＡの専務理事、
副会長職を歴任した師・大久保
プロ同様、協会運営にも積極的
に携わり、代議員を11期、理
事を3期（6年）務めていること
も特筆される。

ンより合成レーンの方が、硬度
が高く摩擦係数が低いです。し
たがって、オイルの量、距離を
同じに塗布した場合には、合成
レーンの方がいわゆる速いレー
ンになります。またひとくくり
に合成レーンといっても、どこ
のメーカーの製品なのかによっ
ても変わりますし、販売された
年代によっても硬度などの仕
様が違います。
いちばん硬いといわれてい
るのはブランズウィックのアン
ビプロレーンで、軟らかいとい
われているのはＡＭＦのＨＰＬ

という板です。ちなみにアンビ
プロレーンは、フッキングポイ
ント付近に4個のダウンレーン
マークと呼ばれる目印がありま
す。
皆さんも、自分の投げている

ボウリング場の板のメーカーや
種類を知るのも、ボウリング上
達に役立つ部分があると思いま
すので調べてみてください。▲ブランズウィックのアンビブ

　ロレーン

棚橋プロの
ワンポイント講座
Vol.9　合成レーンも経年劣化する
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ONE TEAMでコロナ制圧

Dr. 塚田の

健康コラム
ちょっと
役立つ


